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　日本看護職副院長連絡協議会は 2
月 24 日、2020 年度第２回講演会・
研修会をオンラインで開催した。
　同協議会の田渕典子会長（社会医
療法人石川記念会 HITO 病院副院
長）は「コロナ禍において今後、何
を見失わず、何を創造していくかだ」
と述べ、会員同士のネットワークを

　日本看護協会は、全ての看護職が
生涯にわたり健康で安全に働き続け
られる働き方と、個人の多様な属性
などに応じて、組織がそれぞれの働
き続けられる働き方を実現するため
の方策について検討を重ねてきた。
　このたび、看護職個人が組織の中
で働き続けられることに焦点をあて
た「就業継続が可能な看護職の働き
方の提案」を 10 項目にまとめ、公
表した（本紙付録）。看護職が将来
に展望を持ち、仕事にやりがいと喜
びをもって働くために、本提案をご
活用いただきたい。
　全文は、本会 HP「看
護職の働き方改革」ペー
ジでも公開中（右記 2次
元コード）。

　3 月 11 日、駐日アイルランド大
使のポール・カヴァナ氏が日本看護
協会を表敬訪問した。コロナ禍の中、
最前線で対応している看護職に感謝
の気持ちを伝えるため、福井トシ子
会長と面会した＝写真。

　本会ビルでは、3 月 21 日まで、
アイルランドの祭日「セントパト
リックスデー」のシンボルカラーで
ある緑色と、全国の医療従事者への
感謝の意を込めた青色のライトアッ
プを交互に行う。

生かしながら、看護職副院長として
多面的な活動を続けていきたいとし
た。また、同協議会が会員に対して
実施した「臨床における看護師教育
に関する調査」の結果も発表され、
看護師のクリニカルラダー（日本看
護協会版）の活用状況のほか、新型
コロナウイルス感染症が実習の受け
入れや院内での教育・研修などに及
ぼした影響について報告があった。
　講演では、「コロナ禍における人
材育成」をテーマに、聖隷クリスト
ファー大学看護学部の鶴田惠子教授
が今後の看護管理の在り方について
語った。看護職に求められる能力や
スキルの認識を新たにし、看護管理
者と職員とが、コロナ禍を契機とし
て将来に続く人材育成を考えること
が重要だとした。
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今後の人材育成の在り方を考える

「就業継続が可能な看護職の働き方
の提案」10項目まとまる

駐日アイルランド大使
日本看護協会を表敬訪問

「看護職の倫理綱領」を公表
あらゆる場で実践を行う

看護職を対象とした行動指針

訃　報
　名誉会員の野嶋浩子様（84 歳）
が 2月 25 日に、安藤昭子様（87 歳）
が 3月 3日に逝去されました。謹ん
で哀悼の意を表します。

ご 寄 附 の お 礼
・株式会社ジャニーズ事務所様
・メドライン・ジャパン合同会社様
・福岡市議会議員　堀本和歌子様
・ 日本家族看護学会第 27 回学術集
会様

　お礼申し上げるとともに、ご意向
に沿って役立ててまいります。
※詳細は本会HPに掲載します。

未来の看護職を
　　　育てる看護教員

　滋賀県の南西部にある守山市。同市にある滋
賀県立総合保健専門学校は開校から半世紀以上
の歴史を持っている。1961 年に滋賀県立歯科
衛生専門学院を、63 年には滋賀県立高等看護
学院を開校。77 年に 2 校を統合する形で滋賀
県立総合保健専門学校として開校し、延べ 4,200
人の看護師を輩出してきた県内の伝統校の一
つ。
　「伝統校ではありますが、シミュレーション
教育や ICT などの導入も積極的に取り入れる
など、新しいことにチャレンジする風土があり
ます」と話すのは看護学科で専任教員を務める
加藤紗香さん。県立病院から看護職が定期的に
同校へ異動することもあり、そうした風土が醸
成されやすい。

「考える看護師の育成」を目指し
看護教員へキャリアチェンジ

　加藤さんの看護教員としてのキャリアは 5
年。以前は、小児科や精神科など臨床現場で活
躍していた。中堅として後進の育成に取り組む
機会が増えるようになり、次第に教育に関心が
向くようになった。
　加藤さんが当時から目指しているのは「考え
る看護師の育成」。しかし、臨床現場での指導
を続ける中であることに気付いた。「新人さん

が一人前になるまで、先輩看護師がさまざま指
導をしますが、私たちの学生時代と現在とでは
病院や看護師などを取り巻く状況が異なるた
め、単に新人看護師だけの努力ではどうにもな
らないのではないかと思うようになりました」。
周囲の教育的支援がもっと必要だと考えるよう
になり、教育現場の門を叩いた。
　病院勤務時代は実習指導員を務める機会が少
なかったため、加藤さんが看護教員に抱いてい
た印象は「よく分からない世界だけど、忙しそ
う」だった。実際に教員になってからは、「こ
んなこともやるのかという驚きの連続でした」
という。また、教員としての 1年目は「全てを
知っていなければいけないと考え、学生が行う
一つ一つを見てチェックするなどとても肩に力
が入っていました」と振り返る。
　しかし、2年目に受講した専任教員養成講習
会で学生と一緒に作り上げていく重要性を知っ
た。「看護に絶対はないので、教員として学生
に看護師の視点を持つことを伝え、その視点を
持ってもらった上で、学生と共に考えるという
プロセスを大事にできるようになりました」。

学生の「自分の力でできた」が
何よりの喜びに

　考えることと同様に重要なことは、それをど
う実行するか。その力を学生が習得する過程に
関わることは看護教員の醍醐味（だいごみ）の
一つという。「臨床現場で、これまで自然に行っ
てきたことを、一つ一つの要素に分解して、学
生に伝わるような形で再構築することは大変で
もありましたが、自らの看護を振り返ることに

もなりましたし、他者に伝える力を養うきっか
けにもなりましたね」。
　自らの考えを他者と共有する作業は、看護実
践の要となる。しかし、実習の場面でうまく自
らの考えを伝えることができない学生もいる。
その場合、教員が学生の考えを吸い上げて、言
語化の過程をサポートする。
　ただし、教員が介入し過ぎると自立性を損
なってしまうため距離感のバランスが大切とい
う。「学生には、『先生がいたからできた』では
なくて、『自分の力でできた』という成功体験
を積み上げてほしいので、支援はしますが、基
本的には黒子役に徹します」と加藤さんは話す。
そうした過程を経て、課題を達成した学生の姿
を見るのが「何よりの喜び」と頬を緩める。
　「以前の私のように、『教員は何でも知ってい
なければいけない』と考えて教育の道へ進むこ
とをためらっている人もいると思います。もち
ろん臨床現場との違いはありますが、新たな発
見や学びがたくさんあるので、興味がある方は
ぜひ看護教員としてのキャリアにチャレンジし
てほしいですね」。

第2回 滋賀県立総合保健専門学校（滋賀県）

3 年生の卒業前技術トレーニングの様子

発行物のご案内

　日本看護協会は「看護者の倫理綱
領」（2003 年）を時代に沿った内容
となるよう改訂し、「看護職の倫理
綱領」を公表した。
　同綱領は、あらゆる場で実践を行
う看護職の行動指針であり、自己の
実践を振り返る際の基盤を提供する
ものとして、また、看護の実践につ

看護職の倫理綱領

いて専門職として引き受ける責任の
範囲を、社会に対して明示するもの
として作成した。
　全文は、本会 HP「看
護倫理」ページで公開中
（右記 2次元コード）。


